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また、リスクの的確な判断により、児童相談所職員がリスクのより高いケースに注力でき、虐待

の重篤化を防ぐことができます。 

②知見の継承と人材育成の支援 

過去の相談対応のデータから経験豊富な職員の知見を抽出し、注意すべき事項を示すアドバイス

機能をＡＩに組み込むことで、これまで職員の経験値に頼っていた部分が共通認識となり、経験の

浅い職員でも的確に対応することができます。 

また、より多くの新たなデータを蓄積することで精度が向上し、より的確な判断が可能となりま

す。 

③業務効率化の支援 

データ検索や情報共有の迅速化、記録入力の簡素化などによる業務の効率化が図られます。 

 

 

[実績等] 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 単位 

児童相談センターに

配置した弁護士によ

る職員への法的な助

言の実施回数 

108 123 131 162 120 回 

 

[財源負担割合] 国 1/2 県 1/2 、 県 10/10 

[事業負担割合] 国 1/2 県 1/2 、 県 10/10 

[事業開始年度] 平成25年度 

[実施主体] 県 














